第2回　施設処遇検討会議　議事録　H23.4.25

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：秋山S.G.M中村文洋・須々田珠実・馬渕豊子・三浦綾

木村春子・中岫かなえ

　　　　　　　　　　　   　　　　（欠席者：千葉C.E.O・長谷部S.G.M・小笠原嘉紀・上平ユリ子・　　　　　　小坂和子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

記　録：木村春子
議題

１：藤村翔様　（青山荘入所者様）の処遇について

２：馬渡武光様　（青風荘入所者様）の処遇について

１：藤村翔様（青山荘入所者様）の処遇について
病名：統合失調症　　　　合併症：なし

＜問題点・介入方法＞

1 病状理解

（幻聴、イライラ感の訴え）

・体調変化を徐々に言葉で表現する機会も増えて、他者会話や意見交換を促し、面談で情報整理する支援を行い現実検討と振り返りを重ね落ち着いて受け止めるよう見守る。

・変化する事に反応されて不思議に思って唐突に話し、解釈にも特徴があるので捉え方や理解力が

適性かどうかを率直な意見を聞いて修正、柔軟な理解をする事でイライラ感の解消に繋がる事と

気づけるよう促す。

②　服薬自己管理（継続）

・安定して服薬自己管理できている事から3段階に進め服薬理解と必要性を知る。

③金銭管理

・自立度を引き上げる目的で金銭自己管理を行う。必要に応じてATM利用、支出入を実行、１ヶ月分の生活費の目安を経験、管理を支援する。

④家族支援

（自宅外出泊バス利用）

・自宅外出、外泊時移動をバス利用に切り替え不安時は同行支援を行い、家族交流と距離感を保つ機会として帰荘後　振り返りを行う。

＜評価＞

・自分の事に関して、親がこうしたからこうなったとか、お父さんが決めている事だからと退所後の事や将来の事など考えている様子がない。退所後の事を想定し、自宅に帰った場合、デイケア通所や外来受診などスムーズに出来るように、バス利用の訓練を計画し、3/25に一回目の訓練を行なっている。今後も定期的に障害者手帳を利用しながら、計画的に実施し繰り返し練習する事で自信をつけていけるようにする。自宅に帰る練習をしながら、自宅で過ごす時間も多くして、ご家族とのコミュニケーションが上手く出来るように支援する。退所後のことを考えて常にアプローチしていく。金銭管理では一ヵ月の収支や生活費など把握できるように、小遣い帳記入やATM操作など繰り返し練習していく。家族支援では、定期的に面談を設けて、今後の方向性について本人の考えや御家族の意向を聞きながら検討していく。病識についても確認していく。

父様との関係性も面談を通してすり合わせをしていく。

２：馬渡武光様　（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：糖尿病

＜問題点・介入方法＞

　①荘内生活のルールや衛生面において不適切な行動が見られる。

１．物品の適切な使用が出来ずにいる。

「しけもく」は個人だけでなく、施設内にいる全ての人を火事の危険にさらすことを説明、継続的な見守りと必要時の指導を行っていく。

　　　　・ティッシュやシャンプー、衣類等に関して、捨てる時期や適切な使用量についてその都度声掛けを行っていく。

　　　　・節約の意識を、適切な行動に繋げるよう行動の修正を図っていく。

２．衣類の着替えに声掛けを要することがある

・見た目の汚れだけでなく、臭いがする事も汚れの表れとして伝え、適切な着替えが出来るよう援助を行っていく。

　３．異性に対して不適切な接触を図る事がある。
・不適切な接触が見られた場合は、その都度介入と共に、指導を行っていく。

・散歩など定期的に運動での気分転換を図り、異性への不適切な接触を取らないよう取り組んでいく。

・接触が過度になった際や頻回になった際には、主治医へ情報提供を行っていく。
②糖尿病の理解が乏しい

１．糖尿病の危険性の理解が浅い

　　・糖尿病への意識付けを図る。

　　　　健康プログラムや個人面談にて、必要時に主治医と相談し、食事量の調整など検討していく。

　２．散歩といった運動の習慣づけ、間食の抑制を図る。

　　　　運動面（習慣付けを図る）、散歩を職員同行で行い、カロリー消費を図る。

　　　　DNCでの運動プログラムへの参加を習慣付ける。間食の抑制。

　　　　他者とのおやつのやり取りを、自分から止めるように意識付けを図る。

　３．定期的な血糖値の測定

・体重・血糖を定期的に測定し、主治医と相談しながら、食事摂取量などの調整を行っていく。

　　　　※買い物時には内容確認を行い、改善が見られない場合は同行支援を行っていく。

＜評価＞

・「しけもく」について、一度吸ったタバコは捨てなければ事故に繋がる事、施設内にいる全ての人を火事の危険にさらすことの説明を、繰り返し説明し理解してもらう。

物を詰め込んで食べたり、咳き込みながらも詰め込む為、基本的な食べ方の指導を繰り返す。

今来ているものがボロボロになるまで着ようとする為、定期的な衣類の交換が必要である事を、本人と話し合い理解してもらう。汚れや擦り切れのひどい繕いだらけの衣類は、処分する必要がある事を繰り返し説明し、新しい衣類を着用するように促がしていく。

病棟での入院生活の中で培われた、生活全般のマナーのなさや衣類管理ができないこと（新しい衣類を惜しんで着ない）は本人の病的な部分であり、治療する事は困難である。入院時お金に対する制限がり、むしろ物を大事に使おうとする所など本人の長所を伸ばして、出来ているところは褒めていく。異性に対して不適切な接触が見られた場合は、その都度介入と共に指導を行っていく。接触が過度になった場合には主治医へ相談する。生活の質の向上と、楽しみを持てるような関わりを通して、施設の中でルールを守りながら、生活出来るように支援を行っていく。













